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Many researches on natural language processing and unders七andingby computers 
have been developed since 1960's. The methods of knowledge representation， however， 
have been expec七edto be improved for these decades. In this paper， we describe a 
method of knowledge representation on compu同四回ldits application. 
We use two frameworks七oexpress some knowledge which are extracted from several 
sentences written in natural English. The one is the network representation based on 
semantic network proposed by Quillian(1968)， and the other is the frame representation 
by Minsky(1974). 
We are constructing出 1Intelligent Computer Assisted Instruction(ICAI) system that 
supports the English learner in ju凶orhigh schooL We use七hemethod expressed here 
もorepresent the contents writ七enin Eng1ish textbooks of junior high school. 






































意味ネットワー ク (SemanticNetwol'k)は、 1968年にゆzilianが提唱したもので、人間の長期記憶の心理学的モデル
として、知識を二項関係で表現するものである。二項関係の表現は、グラフ理論で用いられる有向グラフの表現形式を
利用する口実体・概念・事象・行為・状態・主張といったものはノー ドで表わし、これらの聞に存在する関係をノー ド問





















I play baseball in the park. 
Mike likes tenis. 
He has two rackets. 















(a)単文の例[I likebasebal. 1 
① like(Present)長画









推論のために文章ネットワー クのノー ドをたどるため、ノー ドを分解しなくても良い程度に情報を格納する必要性がで
てきたためである。
また、ノー ドから出るリンクの数・ノー ドに入るリンクの数は、基本的に1本であるが、どっしても 1本では対処で
きない場合がある。例えば、図 lにある文章の主語を考えると、 Tについての文章が2文、 'Mike'についての文章が3















図2-(b)は、特殊リンク形態を持つネットワー ク表現の例である。 'inthe park'という表現を、基本形態に沿うようにし
てネットワー クに組み込むことは、ノー ドの関係をつなぐ意味的な問題が絡むことから、 'inthe park'のようなノー ドが
存在する場合には、主部と対象をつなぐ通常のリンクラベルで関係情報を維持することが困難になる。従って、 'basebaU'






単語(列) リンクラベル l前置詞を伴うノー ド| 特殊リンクラベル
have(Present) 1Il evemug whellis(文章の動詞)
listcl(Pr♂時 at school whereis(文章の動詞)














例文:I usually play basketball at school. 
/ 
(a)特殊リンクラベルを利用しない場合
① 州 u刷su仇 Pres陪防郎釧州1-.く(b鰍剖伽b凶a剖1川剖れsωch∞州i
(b同)特殊リンクラべルを利用する場合
play(usually， Present) whereis(play) 
=(at school) 
図3:ネットワー ク表現における特殊リンクの有無の比較








特殊形態を取るリンクラベルは、表 1に例示した以外のものもある。例えば、 '1lJa，ve two bats.'という文章の以降に、









、???， ? ?? ????? ???????
I have two bats. 











図5では、文章の主語にあたるノー ドから、数本のリンクが出ており、 'basebaU'や'teluis‘といったノー ドに複数のリ






























スポー ツフレー ム:baseball 
9人
図6:フレー ム表現の適用例
これらのフレー ムの内容は、知識デー タベー スの内容にあるものを取り込むもので、知識デー タベー スは人の手で情
報を追加・修正することができる。図6の上のフレー ムは人物に関するもので、このフレー ムは与えられる英語の文章か
ら得ることのできる情報を取り込む。下のフレー ムはスポー ツに関するもので、一般的に必要だと考えることのできる
知識をデー タベー スに畳録する必要がある。これらのフレー ムの内容を文章ネットワー クとの聞にリンクを張ることで、
文章ネットワー ク形態だけでは不完全な知識を補うことができる。






た、ネットワー クとプレー ムの間にリンクを張ることで、異なるネットワ}ク毎に、同じ情報を必要とするノー ドがあっ
たとしても、リンク接続を確立するだけで参照可能になることから、余分な情報を格納するだけの領域を確保すること
もない。




これらの文章ネットワー ク・フレー ム表現は、 C言語の構造体を慨して構築し、次章で説明する知的CAI(Ilteligelt
Computer Assisted Ilstructiol = ICAI)システム上で利用する。次に、この融合形態の簡単なモデル(図5と図6を組
み合わせたもの)を示す(図7)。
Frame 人物
S!州 ameI 810t Value 
Ken I I I姓別 IMale 
Mike I 国籍 IAmerica 







この図7に示したものは、文章'Mikeplays baseba.l in the park.' ~ごついて、ネットワーク形態とフレーム表現の一部
























|表示文章帥析部| |/7KWidg lf 四
|入力文章情文解析部II I l Management System) 
|解析周文法自動生成部|
インターフェース処理部
(Man Machine Interface 
Managem自ntSystem)







図8において、構文解析部・インター フェー ス処理部・知識処理部は、それぞれ独立したプログラムになる。個々 の処
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